
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒470-2212 

知多郡阿久比町大字卯坂字桜ヶ丘 195 番地 

介護老人福祉施設 阿久比一期一会荘 

TEL：0569-47-0205  FAX：0569-47-0208 

一期一会の心 

                     社会福祉法人 一期一会福祉会 

     顧問 清水たま子 

 

 一期一会福祉会とのご縁に喜びを感じています。ひょんなことからお声をかけていただいたと

き、年齢的にもう無理だろうと辞退するつもりで当福祉会創設者である会長（当時 90歳）を訪ね

たところ、お目にかかるや、会長のたたずまいやお話にすっかり魅了されると同時に、4か所の施

設にも興味が湧いてきて、お手伝いをさせていただくことになりました。そして、週 1回、3年間

の勤務をまもなく終えます。 

 一期一会福祉会では、文書実務を担当させていただきながら、現場にも触れることができました。

初めての福祉業界でしたので、すべてが学ぶことばかりで出勤の度に感動していました。車いすに

乗ったご利用者様と介護職員がⅤサインを出して二人の写真を撮ってもらったり、ご利用者様から

の難題をニコニコしながら聞いたり、心温まる良い場面に何回も出合っています。また、介護職員

の創意で作られ、壁に飾られる作品や写真はご利用者様の日常のメリハリにもなっているのではな

いかと感じます。 

介護をする人は人間力が必要であると、つくづく思い知らされました。中には、受け入れかねる

主張をなさるご利用者様もいらっしゃって、介護担当者を困らせることがあります。そんなときに

は、介護職員から相談員に、ついには荘長にと、バトンが渡され、ご利用者様にわかっていただく

ように力を尽くします。ご利用者様を非難する言葉はだれにもありません。若い方々が、ご高齢の

方々にわかってもらえるのは、彼らの「人を想う真っすぐな心」が伝わったときではないかと思い

ました。人間力はうわべだけのものではないと気づかされています。 

 

「一期一会の心とは、その時その時の中にある、二度とない出会いを大切にし、この出会いと 

いう宝物を感謝と尊敬の心で受け止め、常に思いやりと愛の心を持っておもてなしをすることで

す・(略)・・」という法人の理念を朝礼で唱和するとき私には、会長のお顔が浮かんできます。

幼少期から類まれな個性で、法人の創設以来偉大な力で道を切り開いて来られた会長の圧倒的なパ

ワーの根底には、「人を想う真っすぐな心」が見えます。その姿が、現場で働く職員に浸透して、

ご利用者様にわかっていただけたら、さらに心豊かに暮らせるよい施設になるに違いありません。 
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 愛知県における新型コロナウイルス感

染状況、発令中の緊急事態宣言の継続か

ら、3 月も引き続きオンライン面会とさせ

ていただきます。 
 日程につきましては、別途案内を郵送さ

せていただいております。ご不明な点がご

ざいましたら、お気軽に担当者までご連絡

ください。 
 オンライン面会にお越しの際は、玄関に

ある消毒液で手指の消毒とマスクの着用、

面会シートの記入をお願いいたします。 
 また、施設内での感染防止のため、12
月 1 日より 16 歳未満のお子様の来荘はお

断りさせていただいております。 
 皆様のご理解とご協力の程、よろしくお

願いいたします。 
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 「密閉・密集・密接」を避けるため、集団で

のレクリエーションや行事は全て中止させて

いただきます。 
 感染症の状況をみながら活動の再開を検討

して参ります。 

9 日（火）ご馳走の日  

19 日（金）移動理美容室    

昼食 
玄関前 

12：00～ 
 9：30～ 

 今年も正面玄関前に 
ひな壇を出しました。 

 寒い日が続きます。集団

での活動は行っていませ

んが、3 密を避けながら個

別での散歩等、余暇活動を

行っています。 

いつもとは違う、特

別なおやつの日もあ

ります。ケーキの日

は、皆さんとても喜ん

でくださいます。 

 節分には、豆まきを

行いました。鬼のお面

を手に持ったり、頭に

被ったり。楽しみ方は

たくさんあり、素敵な

表情を見せていただ

けました。 

 皆さん 1 階まで見に来てくださっ

ています。「やっぱり素晴らしいね！」

「綺麗だね！」と、とても喜んでいた

だけています。 



 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 新しい年を迎えると、例年デイサービ

スでは、杵と臼を使って餅つき大会を行

っています。しかし、今年はコロナ禍で

行えないため、甘酒と風呂吹き大根をご

利用者様に振る舞いました。大根は下茹

でをし、昆布茶で沸騰させずに、コトコ

トと煮込みました。「トロトロで美味し

い大根だね。」と、おかわりをされてい

るご利用者様もみえました。 

 今月は、フェルトで作ったバレンタインベア、梅うぐいすの壁

かけ、お雛様と、春に向けての季節の作品も作っています。毎日、

寒いねと話をしますが、少しずつ春は近づいています。 
そして、今年は丑年です。紙コップで作った牛。目はご自分で

描いていただいたため、同じ牛でも表情が違い、可愛く完成しま

した。 

  



 

掲示板 ああ 
 

ケアハウスでは、食堂入り口に掲示板を設けています。伝言だけでは忘れがちになりやす

いので、目につきやすく、分かりやすい場所にコロナ情報・週間行事・当日予定などを掲示

しています。最近では、季節にちなんだ俳句も一句追加しています。ご利用者様に考えて頂

き、ご利用者様にその俳句を書いて頂く。今は、コロナ禍により集団でのレクが出来ません

が、いかにご利用者様に参加して頂けるか、企画を考えて実施しているところです。 

 

                               

バレンタイン 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
毎年 4 月に実施しております「さくらまつり」は、新型コロナウイルス感染症対策として、

中止させていただくこととなりました。楽しみにされていたご利用者様やご家族様には大変

ご迷惑をおかけ致しますが、ご理解の程よろしくお願い致します。 
尚、ご利用者様には施設周辺に咲くさくらを観ていただくと共に、抹茶と甘味を楽しんで

いただく企画を考案中です。 

さくらまつり中止のご案内 

 バレンタインにちなみ、チョコレートのおやつ「フォンダンショコラ」をご利用者様に

召し上がって頂きました。コロナの感染防止対策により、ご利用者様と一緒におやつ作り

が出来ないため、職員が提供する形になっていますが、いつも失敗しないかとひやひやし

ながら提供しています。「甘いね。甘いね。でも美味しいよ。ケーキ屋さんで買うといくら

になるかな」とご利用者様から声を頂きました。添えたいちごと共に、おやつの時間を楽

しんで頂きました。 

ケアハウス 


